
１．　目標と評価規準

２．年間指導計画

学期 月 主な学習内容

評　価　規　準

・体験活動を通じて、他人に共感することができる。
・自分が大切な存在であること、社会の一員であることを実感することができる。
・思いやりの心や規範意識を育んでいる。
・広く物事への関心を高め、人との信頼関係を築いて共に物事を進めていく喜びや充実感を体得している。
・コミュニケーション能力、思考力、判断力などを高め、生きて働く力が身についている。
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ボランティア活動を行った時間の累計で、５０分を１単位時間として３５単位時間当たり１単位を与える。
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ＩＣＴ利活用

目標

教科・「科目」
校外学習活動・
「ボランティア活動」

単位数 学習形態

　社会奉仕体験活動など様々な体験活動を通じて、他人に共感すること、自分が大切な存在であること、社会の一員であることを実
感し、思いやりの心や規範意識を育む。また、広く物事への関心を高め、人との信頼関係を築いて共に物事を進めていく喜びや充
実感を体得し、コミュニケーション能力を育むとともに、思考力、判断力などを総合的に高め、生きて働く力を向上させる。
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履修学科、必修・選択の別　等

全学科


